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ヨコハマ３Ｒ夢プランの推進について 

 

 

１ ごみと資源の総量 

(1) 平成 24 年度の実績（推計値）について 

平成 24 年度は基準年度である平成 21 年度に比べ 2.25％以上削減を 

目標としていました。 

平成 24 年度のごみと資源の総量を推計すると約 127 万２千トンで、 

平成 21 年度に比べ約４千トン減少（▲0.3％）しました。 

内訳として、家庭系の総量は約 91 万３千トンで、約２万トン減少（▲2.2％）し、

事業系の総量は約 35 万９千トンで、約１万６千トン増加（4.7％）しました。 

 

表１　平成24年度のごみと資源の総量（推計値） 【単位：トン】

ごみと資源の総量

家庭系 事業系

ごみ量 資源化量※１ ごみ量 資源化量※２

1,271,570 912,710 601,930 310,780 358,860 315,590 43,270

▲ 3,874 ▲ 20,123 ▲ 9,369 ▲ 10,753 16,249 ▲ 2,839 19,087

(▲0.3%) (▲2.2%) (▲1.5%) (▲3.3%) (4.7%) (▲0.9%) (78.9%)

1,275,444 932,833 611,299 321,533 342,611 318,429 24,183

※１　家庭系の資源化量は、行政が回収した資源化量と資源集団回収量の合計です。
※２　事業系の資源化量は、学校給食残さの資源化量と事業者が生ごみやせん定枝を資源化した量の合計です。
※　　（　）内数値は、21年度との比を示しています。
※　　平成24年度（推計値）は、10トン未満四捨五入しています。
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(2) 平成 25 年度の目標について 

平成 25 年度は、横浜市中期４か年計画の最終年度であり、「ヨコハマ３Ｒ夢

プラン」の中間目標年度であることから、これらの計画に掲げた「平成 21 年度

比３％以上削減」を目指します。 

裏面あり 



 

 

２ ごみ処理に伴い排出される温室効果ガス排出量 

(1) 平成 24 年度の実績（推計値）について 

平成 24 年度は、基準年度である平成 21 年度に比べ 18％以上削減を 

目標としていました。 

   なお、計画目標は、「平成 25 年度に平成 21 年度比 10％以上削減」ですが、

平成 22 年度に 18％以上削減した実績がありますので、この目標を設定したも

のです。 

平成 24 年度の排出量を推計すると約 24 万４千トンで、平成 21 年度に比べ 

約３万８千トン減少（▲13.5％）しました。 

 

表２　平成24年度温室効果ガス排出量（推計値） 【単位：万トン(CO2換算)】

21年度（基準年度） 28.2

温室効果ガス排出量

24年度 24.4

21年度差

▲ 3.8

(▲13.5%)

 

 

(2) 平成 25 年度の目標について 

平成 25 年度は、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の中間目標年度であり、前年度に

引き続き「平成 21 年度比 18％以上削減」に、チャレンジします。 

 

３ 平成 25 年度の取組方針 

平成 25 年度は、「３Ｒ夢ステップアップの年」として、市民・事業者の皆様に

徐々に広がっている３Ｒ行動を、更に浸透させていくことで、目標達成を 

目指します。 

(1) 「分別・リサイクルの更なる徹底」を行います。 

(2) 「生ごみの減量化・食品廃棄物の削減」を推進します。 

(3) 「地域特性や対象者に合わせた啓発」を実施します。 

(4) 「職員が率先して３Ｒ行動」に取り組みます。 
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